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令和７年度 学校経営方針 

 

１  校 訓     「敬愛」  「自啓」  「健康」 

○ 自らに厳しく、他人の痛みがわかる心豊かな人間を育成する（敬愛） 

○ 学業と特別活動・課外活動等に励み、自己の可能性を発見するとともに広く世

界に知識を求め、自己啓発し続ける人間を育成する（自啓） 

○ 健康な身体と豊かな知性を持ち、社会に貢献する人間を育成する（健康） 

２ 学校教育目標 

全教育活動を通して大間ＧＰ（グラデュエーションポリシー※１）として掲げた５つの能力

の伸長と獲得を教育目標とする。 

(１) 自 己 肯 定 力 ： 自分の長所・短所の両面を理解し、他者の存在も価値あるもの

と認め、自他を愛し、よりよい人生を生きようと前向きに努力
する力 

(２) 実 行 す る 力 ： 積極性と目的意識を持ち、自分のやるべきことを自分の意志で
計画を立て、継続的に実行し、達成する力 

(３) 考 え 抜 く 力 ： 目に見えない問題に対しても想像力をもち、客観的にその本質

を分析し、課題を明確にするとともに、その解決に向けた方策
を計画し、柔軟な思考と創造力をもって完遂する力 

(４) 協 働 す る 力 ： ルールや約束を守り、考え方や立場の違いを理解しつつ自分の
意見をわかりやすく伝えるとともに周囲を信頼して適切に働
きかけ、目的達成に向けてチームとしての役割を果たす力 

(５) 郷土を愛する力 ： 地域の自然、歴史、文化、産業と生活等を知り、地域の課題に
気づき、教科で学ぶ知識と地域との関係を深く理解するととも
に地域に愛着を持ち、自分の成長と地域の未来に貢献しようと
行動する力 

３ 令和７年度の重点目標 

スローガン 

～学年、分掌、事務部の連携による教育活動の充実～  

地域とともにある学校づくりを進めながら、学年、分掌が連携し、共通理解を図

りながら、組織として一丸となって教育活動に取り組む。 

 

（１） 学習指導 

～学ぶことの価値に気づき、学びを人生や社会に生かそうとする生徒の育成～ 

ア わかる授業の実践 

生徒の実態と能力を的確にとらえ、指導内容を精選し指導法を工夫する。 

イ 生徒が主体的に学ぼうとする授業の実践 

知識の確実な定着をベースとし、主体的・対話的で深い学びにつながるよう

共に学び、共に成長する組織 
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指導法を工夫するとともに生徒の情報発信・アウトプット能力を向上させる。 

ウ 教科と社会がつながる授業の実践 

各教科の学習内容と社会のつながりについて、知見と研究を深め、地域社

会、異校種や関係機関と連携協働し、地域の教育資源を積極的に活用すること
で、知識・技能を習得させる。 

エ 合理的配慮に立脚する授業の実践 

生徒の特性を理解し、「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」を作成す
るなど、可能な限り生徒個々の目標に応じて個別最適な学びを進める。 

オ チャレンジする授業の実践 

教育目標達成のため、ＩＣＴ等の教育機器、教材の利活用、新たな指導法や
教授理論の検証等に積極的にチャレンジする。その一方で、教育の不易の部分

を見極め、適切な授業の在り方について研究を進める。 

（２） 生徒指導 

～自他の個性を尊重し、他者との関わりについて考え、相手の立場に立って行動
できる共感的な人間関係の育成～ 

ア 人権と多様性、人格と個性を尊重する価値観と正しい知識の定着。 

イ 公徳心の確立と生徒・保護者との信頼関係を基調とするほめる機会の創出。 

ウ 家庭（保護者）と学校（教職員）の望ましい連携・協働の構築。 

エ 健康と安全に関する正しい知識と適切な対処能力の定着。 

オ 家庭・地域・異校種・関係機関等との連携による教育相談活動の充実。 

（３） 進路指導 

～全教職員の協働による、キャリア教育を柱とする主体的な職業観・勤労観の醸
成と社会参画意識の高揚～ 

ア キャリアカウンセリングのマインドとスキルの向上をベースとし、あらゆる教育
活動の機会をとらえる進路指導。 

イ 進学意欲を向上させ、目標達成のための系統的・計画的・継続的進学指導の実践。 

ウ 労働情勢を踏まえ、体験活動、資格取得指導等、適切な就業意識の醸成による就職
指導の実践。 

エ 生徒、保護者、地域社会への積極的な進路情報の提供をもとに、地域と連携協働す
る進路指導。 

（４） 特別活動 

～生徒が主役の主体的・実践的な活動～ 

ア 部活動への加入及び学校外活動の奨励と活性化。 

イ 生徒が主体的に活動計画を立て実行できる達成感のある特別活動。 

ウ 生徒主体の学校行事や生徒会活動による自己肯定感の醸成。 

エ ボランティア活動や地域活動等の積極的取組みによる地域貢献と人間性の陶冶。 

（５） 教職員のあり方（チーム大間高校） 

～小規模校のメリットを最大限に生かす教職員集団～ 

ア 自分事として学校課題を整理・共有し、解決に向けて知恵を出し合う教職員集団。 

イ 研修や自己啓発に励み、得られた情報・知見を積極的に共有する教職員集団。 

ウ 何事も組織（チーム）で取り組み、生徒とともに成長する教職員集団。 
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エ 下北・北通り地域の歴史・文化・自然・産業・生活等を知り、愛する教職員集団。 

オ 生徒をよく観察し、「ほめて伸ばす指導」を実践する教職員集団。 

カ 生徒を取り巻く社会情勢・学校教育課題等に係る情報を保護者や地域に提供し、地
域とともに開かれた学校をつくる教職員集団。 

キ 他校種や地域の教育関係者と積極的に連携し、広く地域の児童・生徒の成長を目指
す教職員集団。 

５ 職務遂行上の心構え 

（１） 教育公務員としての崇高な使命と責任（※２）を自覚するとともに、常に自己研鑽
・自己啓発に励む。 

（２） 法令遵守（※２）を徹底し、非違行為を根絶する。（体罰、パワハラ、セクハラ、

個人情報の漏洩、交通事故・違反、飲酒運転、わいせつ行為、公金等不正経理等） 

（３） 迅速な「報告・連絡・相談」と情報の教頭・事務長への集約を徹底する。 

（４） 互いの職務内容を知り、支えあい、気軽に色々なことを相談でき、休暇が取りや
すいなど、風通しの良い明るく清潔で働きやすい職場環境をつくる。 

（５） ５Ｓ（「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「躾」）（※３）を徹底し、教育活動に

おける大間高校のスタンダードを統一し、そのレベルを向上させる。 

 

※１ 大間ＧＰ：グラデュエーションポリシーについて 

評価基準・評価要素（ルーブリック評価表） 

項目 Ⅽ（☆） Ｂ（☆☆） Ａ（☆☆☆） Ｓ（☆☆☆☆） 

① 自己肯定力 小さいことで
も成功体験・達
成感を感じる
ことができる 

自分の努力や進
歩を認めること
ができる 

短所も含めて自分の
個性・特性を理解し何
事にも積極的に取り
組むことができる。 

短所も含めて他人の個性・
特性を理解し、自分の言動
に責任を持って何事にも
積極的に行動できる。 

② 実行する力 指示されたこ
とについて、す
ぐに行動に移
すことができ
る。 

指示されたこと
を正確に実行す
るとともにその
意味を考え工夫
して行動でき
る。 

積極的・主体的に自ら
がなすべきことに対
し、計画的に実行する
とともに日々継続す
ることができる。 

目的、目標を適切に設定
し、計画を的確に打ち立て
るとともに修正を繰り返
しつつ、継続的に実行し、
やり遂げることができる。 

③ 考え抜く力 想像力を働か
せていろいろ
なこと（目に見
えないことに
対しても）に興
味関心を持つ
ことができる。 

様々な事象につ
いて問題意識を
持ち、常に「自分
事（じぶんご
と）」として考え
ることができ
る。 

いろいろな事象・問題
について比較・分類・
整理し、仮説を立てて
考察を重ね、課題を発
見することができる。 

課題解決に向け、計画的に
考察を重ねるととともに
創造力をもち、柔軟かつ粘
り強く考え抜き、新たな提
案をする（真理を発見す
る）ことができる。 

④ 協働する力 公共のマナー
や必要とされ
る規律を守る
ことができる。 

相手の話を丁寧
に聞き取り、そ
の意図を理解し
要点を整理する
ことができる。 

独りよがりにならず、
周囲に相談し、頼る力
である「受援力」を働
かせて行動すること
ができる。 

アサーティブなコミュニ
ケーションができ、集団の
目的達成に向けて周囲に
働きかけ協働することが
できる。 

⑤ 郷土を愛す
る力 

地域の歴史や
文化、生活様式
等に興味関心
を持つことが
できる。 

地域のことにつ
いて自発的・積
極的に学ぶこと
ができる。 

地域と学校で学ぶ事
象（授業や特別活動、
行事等）との関わりに
気づき、地域と積極的
に関わろうとする。 

学んだことを自分の将来
に生かそうとするととも
に地域に愛着を持ち、社会
貢献につながる行動をと
ることができる。 
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※２「教育公務員としての崇高な使命と責任」「法令遵守」について 

憲法および教育関係法令等の遵守と尊重擁護義務の履行はもちろんのこと、青森県基本計

画及び青森県教育振興基本計画等に即した教育活動を真摯に推進するものである。 

※３ ５Ｓについて 

整理 必要なものと不要なものを分ける。不要なものは捨てる。 

整頓 
必要なものの置き場所、置き方を決め、表示を確実に行い、すぐに取り出せるように

する。 

清掃 掃除をして、ゴミ、汚れのないきれいな状態にする。同時に、細部まで点検する。 

清潔  整理・整頓・清掃を徹底して実行し、汚れのないきれいな状態を維持する。 

躾 決められたことを決められたとおりに実行する習慣を身につける。 

 

令和７年４月１日 

青森県立大間高等学校長 米田  智 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


